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ABSTRACT
The TOHOKU l in a c  t h a t  was c o n s t ru c te d  about a q u a te r  cen tu ry  before has been 

opera ted  w ithou t s e r io u s  t ro u b le  r e c e n t ly .  This r e p o r t  d e s c r ib e s  as fo l lo w s  ••main 
t r o u b le ,  m ain tenance， p re s e n t  performance of the  machine and s t a t u s  of operation*

東北大ライナックの現状

は じ め に
9  2 年 度 は 運 転 時 間 が 2  0  4 シ フ ト ， 

2 4 4 8 時 間 で あ る 。 前 年 度 （ 2 9 8  
8 時 間 ） に 比 べ て 運 転 時 間 が や や 少 な  
く な っ て い る が こ れ は 施 設 予 算 の 削 減  
と 有 効 利 用 の た め 、 ま た 夏 期 電 力 料 金  
が 通 常 料 金 の 一 割 り 增 し に な っ て い る  
の で 7 ， 8 ,  9 月 の 3 ヶ 月 に わ た り マ
シ ン 停 止 期 間 と し た た め で あ る 。 ちな  
み に 今 年 度 は 電 力 削 減 停 止 期 間 は 7 月 
中 旬 か ら 9 月 中 旬 の 2 力 月 で あ る 。

ま た フ ロ ン 対 策 の た め 空 調 の 設 備 更  
新 が 決 り 1 0 ， 1 1 月 に わ た っ て 更 新  
工 事 が あ る 予 定 で あ る 。 新 規 設 備 で は  
夕 ー ボ 冷 凍 機 （2 台 ） に 代 わ り 省 エ ネ  
型 の 吸 収 式 冷 水 器 （4 台 ） 、 及 び 冷 却  
塔 （2 台 ） が 設 匱 さ れ 実 験 負 荷 に 応 じ  
て 運 転 台 数 を 制 御 す る 構 成 で あ る の で  
電 力 置 の 低 減 、 メ ン テ ナ ン ス 費 用 の 軽  
減 、 環 境 対 策 に 役 立 つ も の と 思 わ れ る 。

昨 年 度 の 故 障 状 況 及 び 整 備 事 項 つ い て  
( ラ イ ナ ッ ク 本 体 の み ） ：

故 障 及 び 原 因  
ク ラ イ ス ト ロ ン パ ル サ ー 系 で は ダ イ オ  
一 ド 夕 ン ク の 絶 縁 油 の 温 度 が 上 昇 し た 。 
タ ン ク 内 の 撹 拌 モ ー 夕 故 障 に よ る 。 2  
号 機 ク ラ イ ス ト ロ ン の 交 換 、 使 用 時 間  
は 2  9 ， 0  0  0 時 間 で あ っ た 。
制 御 系 で は マ シ ン 起 動 時 に 夕 ッ チ デ ス  
ブ レ イ の 入 力 が 出 来 な い な ど の 故 障 が  
あ る が 重 大 故 障 に は い た っ て い な い 。

ま だ 、 バ グ が 残 っ て い る の で こ れ か ら  
整 備 す る 予 定 で あ る  
冷 却 系 で は 市 水 循 環 系 の 鉄 配 管 の 腐 食 、 
純 水 循 環 系 で は 加 速 管 黄 銅 製 ド レ イ ン  
バ ル ブ （2 力 所 ） の 腐 食 に よ る 水 漏 れ 、 
ま た III系 真 空 ダ ク ト 冷 却 ジ ャ ケ ッ ト の  
溶 接 部 よ り 水 漏 れ が あ っ た 。 こ れ は ハ  
ン ダ が 純 水 に 融 け 出 し 接 着 力 が 弱 ま っ  
て き た の が 原 因 で あ る 。 温 度 計 測 後 ジ  
ャ ケ ッ ト 無 し で も 充 分 と 判 断 し 現 在 は  
バ イ バ ス し て い る 。

マ シ ン 整 備 の 概 要  
整 備 期 間 は 緊 急 な 修 理 を の ぞ い て 、 放 
射 線 被 曝 の 低 減 や 時 間 の と れ る 夏 期 停  
止 期 間 に 行 わ れ る こ と が 多 い 。
電 子 銃 関 係 ：集 束 コ イ ル が 地 絡 し た た  
め 3 台 巻 き 直 し を 行 っ た 。 従 来 の も の  
は 熱 が こ も り や す い 構 造 で （図 1 参 照 ） 
フ ァ ン で 冷 却 し て い た が コ イ ル の 絶 縁  
劣 化 が 原 因 で あ る 。 製 作 し た コ イ ル は  
内 部 に 冷 却 水 路 が 組 み 込 ん で あ り 熱 除  
去 に 効 果 的 な も の に し て あ る 。 こ の エ  
事 に 伴 い 集 束 コ イ ル 電 源 交 換 及 び 電 子  
銃 交 換 （約 3 ， 0 0 0 時 間 使 用 ） を行  
っ た 。 ま た ブ レ バ ン チ ャ ー 位 相 調 整 も  
行 っ た 。
R F 励 振 器 ：ク ラ イ ス ト ロ ン （SAS61) が 
エ ミ 減 と な り 在 庫 品 と 交 換 し 調 整 を 行

制 御 系 ：前 記 の 電 子 銃 集 束 コ イ ル の 電  
源 を 新 品 と 交 換 し た の で 制 御 系 に 組 み  
込 み 、 一 括 設 定 が 出 来 る よ う に な っ た 。



ま た 、 グ ラ フ ィ ッ ク バ ネ ル 改 修 を 行 っ  
た 。 従 来 の リ レ ー が 製 造 中 止 と な っ た  
の を 機 に シ ー ケ ン サ ー に 変 更 。 そ の 他  
表 示 ブ 口 グ ラ ム 変 更 、 Q 電 磁 石 電 源 交  
換 な ど を 行 い マ シ ン 調 整 が 簡 単 に 出 来  
る よ う に な っ て き た 。
冷 却 系 ••定 期 整 備 と し て ク ラ イ ス ト a  
ン コ レ ク タ 冷 却 用 熱 交 換 器 洗 浄 が あ る 。 
大 気 中 の 粉 塵 が タ ワ ー 冷 却 水 を 介 し て  
こ の 熱 交 換 器 に 蓄 積 さ れ 効 率 を 低 下 さ  
せ て い る 。 こ れ は 交 換 器 内 の 流 速 が 低  
下 す る の で 粉 塵 が 溜 ま り や す く な っ て  
い る と た め 思 わ れ る 。 ブ レ ー ト 式 熱 交  
に 改 造 す れ ば 防 止 で き る と 思 う 。

新 規 整 備 と し て 、 加 速 管 純 水 ボ ン ブ 、 
電 動 吐 出 バ ル ブ 交 換 が あ る 。 メ カ ニ 力  
ル シ ー ル 型 で あ る が 吐 出 シ ー ル 部より

っ た た め 交 換 し た 。
董 1 2  6  0 んT / 分 。 
し て は こ れ ま で 手 動  

バ ル ブ 操 作 の ミ ス  
ハ ン マ ー に よ る 損 傷  
に な っ た 。 そ の 他 、 
真 空 ダ ク ト 純 水 配 管 、 
食 、 お よ び 加 速 管 ボ  
の 水 漏 れ に よ り 純 水  
め に デ ミ ナ ラ ラ イ ザ

純 水 漏 れ が 多 く な  
出 力 4  5  K W ， 流 : 
ま た 、 バ ル ブ に 関  
開 閉 か ら 自 動 と し  
に よ る 加 速 管 の 水  
を 防 止 で き る よ う  
冷 却 系 で は 前 記 の  
ド レ イ ン バ ル ブ 腐  
ン ブ シ ー ル 部 か ら  
補 給 が 多 か っ た た
一 樹 脂 交 換 （2 回 ） 、 純 水 製 造 系 整 備  
等 が あ る 。
今 年 度 の 整 備 予 定 ：

更 新 、 整 備 す る 主 な

秒 ビ ー ム に よ る 同 時 計 数 実 験 ） が第
一 実 験 室 側 で も で き る よ う に な っ た 。
表 2 参 照 。

まとめ
9  2 年 度 は マ シ ン 故 障 に よ る 実 験 中  

止 は 1 シ フ ト （約 1 2 時 間 ） の み で 順  
調 に 実 験 課 題 を 消 化 し て き た 。 そ の 理  
由 を い ぐ つ か 列 挙 す る と 真 空 リ ー ク が  
な く な っ た 。 こ れ は 調 整 時 の ビ ー ム 間  
引 き 運 転 、 ビ ー ム ロ ス モ ニ タ 、 スクリ  
ー ン モ ニ タ の 設 置 、 分 析 ダ ク ト の ア ル  
ミ 化 、 Q , ス テ ア リ ン グ 電 磁 石 電 源 更  
新 等 、 ま た R F の 安 定 化 に 寄 与 し た も  
の と し て は パ ル サ ー 系 で は ク ラ イ ス ト  
ロ ン 集 束 コ イ ル 電 源 更 新 ， d e ’ Q 回路  
の 設 置 が あ る 。 ま た 、 東 北 大 の ラ イ ナ  
ッ ク は 多 目 的 実 験 に 供 さ れ る の で マ シ  
ン オ ペ レ ー 夕 の 負 担 軽 減 の た め の 各 種  
電 源 バ ラ メ ー タ の 一 括 設 定 、 ク ラ イ ス  
ト ロ ン 室 の 空 調 温 湿 度 、 冷 却 水 温 度 の  
安 定 化 、 水 質 管 理 等 が 挙 げ ら れ る と 思  
う。 し か し ま だ ま だ 開 所 以 来 使 用 し て  
い る 設 備 機 器 （例 え ば 、 入 射 系 、 バル  
サ 一 系 、 真 空 系 、 冷 却 系 設 備 な ど ） ま 
た 部 品 の 調 達 が 困 難 な R F 励 振 系 等 が  
数 多 く あ り こ れ ら を 順 次 更 新 、 あるい  
は 整 備 し て い か な け れ ば な ら な い と 考  
え て い る 。
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年度 原子核 中性子 R 1 その他 実施 返上
82 135 36 47 29 247 1
83 149 36 38 14 237 4
84 144 34 42 20 240
85 149 46 42 16 253 1
86 145 43 43 3 234 3
87 172 39 42 11 264
88 116 40 4? 24 M6
89 136 32 46 31 245
90 131 36 46 46 259 2
91 144 28 37 40 249
92 108 ^1 33 43 205 ~2

谷

/

袠2 マシン性能

糸統 ENERGY(MeV) P 幅 ( /x sec) 繰り返し 平均電流 先頭電流
1 6 5 ] 2 .  5 3 0 0 1 0  0 /iA
2 2 3 0 1 2 .  5 3  0  0 2 0 m A
2 1 3 0 連続 5  0  0  nA
3 2 3 0 2 .  0 1 1  5 5  OitiA
5 1 3 0 連続 5 n A
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図 1 • 構造及び性能

ヽ、ヽ 型 番 G 2 - A G 2 - B G 3

寸法(D1XD2XU 參 344 X ザ 227X135 ^ 3 6 5 x ^ 2 1 2 x t 8 5 H O O X ，210xtl84

404T 1096T 2935T

中心®場终度 130Gauss 360Gauss 840Gauss

贫 濟 ，龟圧 8AX24Y 8AX50Y SAX 150 V

重爱 m t 30Kt m t

冷却水波衆 8 l /a in 8L/ain 4 l /a in

冷却水®圧 10Kc/cn? 10Kt/ci? 10K|/co*


